

























On the “Opening the Topic” and “Receiving the Topic” Sections
of the Eight-Legged Essay （4）
清代八股文における破題・承題の
作成法について（4）






















































































































































































































































題目 : 遊必有方（『論語』里仁）　単句題　　　合破明破我（找 : 補足）上法
遊不易方，仍然不遠遊之意而已（遊するに不易の方とは，仍然（やはり）遠
遊せざるの意なるのみ）




































































































































































































































































題目 : 丹朱之不肖　二句（『孟子』萬章上）　　 兩扇題　　　渾破合用古法
勳華之後，难（難）爲繼矣（［放］勳（堯）・［重］華（舜）の後，繼爲るは难（難）
し）
　　［上句 :］渾破●●●。［下句 :］下截を我（找 : 補足）す。
頭注 :『書經』に堯を「放勳」と曰い，舜を「重華」と曰う。『漢書』に「●
●●●●●●」と（『初學採芹集』卷首・十六葉・「增訂採芹捷訣破承題法」条）。




























































































































































































































































































































































































































































































































































凶人 : 羿奡・ 工等
記 者者 : 最初に「曰」字がない者
或人 : 「或曰」・「或問」とある者
古語 : 「夏諺」・「傳曰」とある者
方言 : 「南人有言」・「齊人有言」とある者
143清代八股文における破題・承題の作成法について（4）
聖經 : 『大學』首章
傳者者 : 『大學』首章以外
聖人 : 『中庸』の「子曰」字がある者者
中庸 : 『中庸』の「子曰」字のない者
君子・小人・童子は直稱する
物 : 鳥獸草木器用
［物を区別する場合］
羽族 : 飛ぶ者もの
介族 : 甲者ある者
水族 : 草木
植物 : 水に在る者
偏舉題であれば直称してもよい
　最後に付け加えておくと，路德（字は閏生。陝西盩厔の人。嘉慶十四年己巳
恩科（一八〇九）二甲七十七名の進士）は，必ずしもこうした規定にとらわれ
るべきではないという。
［『孟子』（盡心上）「堯舜之仁不徧愛人」題で］「至仁」［とあるの］は即ち
堯・舜なり。［堯・舜の代字の］「古帝」・「二帝」の字様を用いる者 者に較べ
て，超脫（規則・形式にとらわれない）すること多し。學者者は，死法（固
定化された規則・形式）を拘守し，超脫に務めず，論語題に遇えば，破き
て輙ち「聖人」の字を用い，孟子題に遭えば，破きて輙ち「大賢」の字を
用う。その他の「魯君」・「衛卿」・「門人」・「時人」等の字は揺筆（筆を執る）
すれば即ち來る。未だ曾て文を作らざるに先ず此の字有りて，必ず之を紙
上に書せば，此の心　方に安んず。所
ゆ
以
え
に句　冗長の語多く，支節（煩瑣）
多し。此等の字様は，必ず萬に省く可からざる處に遇えば，方
まさ
に之を用い
るを許すを知らず。如
も
果し省く可くして省くを以て高しと爲すに，省かざ
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れば，超脱する能わざるなり（道光丁未［一八四七年］刊『時藝階』巻四・
四十七葉・「堯舜之仁不徧愛人」条）。
『孟子』（盡心上）「堯舜之仁不徧愛人」題の破題で，「至人」とあるのは，「堯」・「舜」
のことである。これは，ふつうに用いられる代字の「古帝」・「二帝」で「堯」・「舜」
を破くのにくらべてより規則・形式にとらわれないものである。ふつうは，固
定化された形式を守り，超脱を工夫せず，『論語』を題目とすれば「孔子」を「聖
人」と破き，『孟子』を題目とすれば「孟子」を「大賢」とする。それ以外の「魯
君」・「衛卿」・「門人」・「時人」等の代字は，筆を執った時に決まっている。文
を作る前に，こうした文字があり，それを書き写せば，それで安心するのであ
る。したがって，冗長の語が多く，煩瑣となるのである。こうした代字という
ものは，どうしても省くことができないところであれば，用いてもよいことを
理解していない。だからといって，省くべきであり，省くのがすぐれていると
かんがえられるのをそうしないと超脱できない，という。
 （つづく）
